






生理の貧困

生理用品の不足

生理に対する知識の不足

・親に相談できず、購入できない。恥ずかしくて購入できない

・生理そのものの知識と生理による身体や生活にどのような影響があるのかの知識
・認知度の低さ

※生理が個人の問題ではなく、社会全体で取り組むべき問題である。



背景
生理の貧困の認知度



背景
生理に対する理解
生理が始まるのは10歳～15歳頃

早い子だと9歳（小学3年生）から始まる子も

・親や教師、友達に恥ずかしくて相談できない
・金銭的余裕がない

・購入するのが恥ずかしい



生理の貧困
生理の貧困による影響

・相談できる相手がいない為、交換せず使いまわしてしまい、
　痒みやかぶれ、不快感がでる。

・外出ができなくなる。

・不登校になる。

・学業に影響が出る。
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背景
生理の貧困による影響
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背景
生理の貧困による影響

学校を欠席・早退・遅刻
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宮崎の目指す未来
・周りの大人たちが生理について理解し

子供たちと話せる環境づくり



生理の貧困
生理用品の不足

生理に対する知識の不足

生理について相談
できる環境の不足



５３％

生理用品の不足

小中学校の女子トイレに生理用品を設置

市が小中学校に生理
用品を無料で提供



なぜ設置が進まないの？

学校の先生は忙しい

生理に関する理解部足

〇〇％

男性職員が
〇〇％



設置の手間を減らす

運用モデルの提案

補充の手間

いたずらや転売対策



運用モデル

補充を生徒
に行わせる

イタズラされないような設
置ボックスを作成する

イタズラが継続する場合には設置を
廃止することを表示しておく



イタズラされにくいボックスの例

市内で無料配布している施設の掲示



生理の貧困に対する手当の
必要性を認識してもらう

教育研修センター

県内の小中学校












